
構造専攻建築士申請用 （　2／3  ）

氏名

注意１．責任ある立場での代表的な業務を１枚に１件で、計３枚作成してください。（該当項目は■塗潰してください）

　　　　なお、専門分野表示をする場合は、その専門分野ごとに記入してください。

　　２．この申請書は、記入前にコピーし、１プロジェクト毎に1枚記入してください。

      3．「JSCA建築構造士」、「APECエンジニア（構造）」認定者は認定書の

             写しを添付することでこの書式は省略できます。

 プロジェクト名称

 業務内容 ■ 構造基本設計 ■ 構造実施設計 ■ 構造工事監理 □ その他（　　　　　　　）

 担当期間 2003 年 10　月 ～ 2005 年 8　月 　１　年　10ヶ月

 担当業務の役割

 所在地

 建築主

 発注者

 施工者名称

 構造 □ ＲＣ造　 □ Ｓ造 ■ ＳＲＣ造 □ 木造

 敷地面積 580 ㎡ ㎡

 階数 地上 9 階 ： 地下 1 階

 用途 集合住宅

 建築確認 ○○○ 号 建築主事

 検査済証 ○○○ 号 建築主事

 特徴

 写真等貼付欄

（設計図書、骨組み写真を添付する事。貼り付ける仕様については、制約はありません。データ・紙焼き

    ・コピー等、いずれでも構いません。）

 ※審査 ※認定

責任ある立場での実務実績（様式５－構造）

○○○○

○○○○建築デザイン事務所

○○建設株式会社

建築　太郎

□耐震診断・補強

■非表示
専門分野

○○マンション新築工事

構造設計・監理業務

○○市　○○町　○○３丁目

2,050

　
　市街地の住宅地図における高層住棟。
桁方向ラーメン、スパン方向耐震壁付ラーメン構造柱フープ、梁スターラップ（基礎除く）に溶
接フープ、スターラップを用いている。
計画から施工監理まで、構造担当として業務を行った。

延べ床面積

○○○○年　○○月　○○日 ○○○　○○

○○の○○部の構造計算を○○手法により行った。

○○○　○○○○○○年　○○月　○○日

自身が担当した業務

（社）新潟県建築士会


